
交付申請書等 提出物 

JAS 構造材個別実証事業助成金交付申請書（様式 6号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
・助成対象木材の建て方終了後に申請可能となります。受け付け締

め切りは 2019 年 12 月 20 日です。 
 
・様式 3 号結果通知書に記載されている番号をご記入下さい。 
 
・住宅だけの階や非住宅の構造部に JAS 構造材を使用していない階

は除きます。 
 
・助成対象となる材積に関係なく、建物における使用予定量や使用 

実績量をご記入下さい。 
 
・目視等級製材を助成対象に含める場合は、機械等級製材を構造部

(柱、梁桁、トラス、土台)の一部への利用が必須となります。 
 
・機械等級製材及び目視等級の場合は材積の 20％、2×4 材、CLT
材は同材積まで対象となります。 
 
・請求書等の明細が明確に分かれていない場合は「木材代に含む」

等でも構いません。 
 



交付申請書等 提出物 

JAS 構造材個別実証事業助成金交付申請書（様式 6号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
 
 
・前ページの共同申請者の有無において「あり」とした場合は連名

社の会社名等をご記入いただき、社印の押印が必要となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



交付申請書等 提出物 

ア 個別実証事業で得られた JAS 構造材の使用に関する情報等をまとめた報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
 
・施主に本事業をお奨めするにあたって、どのように説明を行った

かをご記入ください。設計者等が説明を行っている場合は、設計

者等に内容をお尋ねの上、ご記入ください。 
 
・本事業をきっかけに JAS 材を使った木造へ変更した場合は、その

内容をご記入ください。計画当初から構造計画に参画しておらず、

確認できない場合は、施主や設計者等にご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■機械等級製材及び目視等級製材、2×4製材、CLT 材 共通 



交付申請書等 提出物 

ア 個別実証事業で得られた JAS 構造材の使用に関する情報等をまとめた報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
・構造設計者等にお尋ねの上、ご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・木工事に関する助成事業について、国が補助する事業を重複して

受けることはできないのでご注意ください。県や市町村の事業で

あっても地方交付税などを財源としている場合もございますので、

助成元にご確認ください(森林環境譲与税を除く)。 
 
 



交付申請書等 提出物 

ア 個別実証事業で得られた JAS 構造材の使用に関する情報等をまとめた報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
・どちらかを選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■機械等級製材及び目視等級製材、または 2×4製材 



交付申請書等 提出物 

ア 個別実証事業で得られた JAS 構造材の使用に関する情報等をまとめた報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
・「●●に薦められたから」等の経緯だけではなく、価格面、環境面、 

構造安全性面等の理由についてもご記入ください。 
 
 
・木造ラーメン工法、RC 造、鉄骨造等の構造種別をお答えください。 
 
 
・項目は複数選択可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■CLT 材のみ 



交付申請書等 提出物 

ア 個別実証事業で得られた JAS 構造材の使用に関する情報等をまとめた報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤字・赤丸 ：記入例を示す。 
青字・青丸 ：注意事項やポイントの解説部分を示す。 
 
・設計ルートは、壁量計算等、許容応力度設計、ルート１、ルート

２、ルート３、限界耐力計算、時刻歴応答解析等の種別をご記入

ください。 
 
 
・軸組構法、2×4 工法、CLT パネル工法、RC 造、S 造など構造出

別を代表する名称をご記入ください。メーカーの商品名は不可で

す。 
 
 
・単位もご記入ください。 
 
・ラミナではなく、CLT 材の等級ですのでご注意ください。 
 
 
・くぎやビス等の接合具も接合金物に含まれます。 
 
 
 
 



交付申請書等 提出物 

イ 交付金額の査定に必要となる資料 

 
＜製材の場合の例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜CLT の場合の例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・JAS の等級、合法証明の有無が判別可能

なものとします。 
 
 
・材積は、加工による欠損等を差し引いたも 

のが必要となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部材名 樹種 JASの強度等級・構成
合法証
明の有

無

住宅or
非住宅

構造材or
非構造材

強軸方
向長さ

弱軸方向
長さ

厚み

壁パネル ヒノキ S90-3-3・B種構成 ○ 住宅 構造材 2.700 1.000 0.090 10 2.43 ※※※ ※※※

壁パネル ヒノキ S90-3-3・B種構成 ○ 非住宅 構造材 2.700 1.500 0.090 12 4.374 ※※※ ※※※

壁パネル ヒノキ S90-3-3・B種構成 ○ 非住宅 構造材 2.700 2.000 0.090 15 7.29 ※※※ ※※※

壁パネル スギ S90-3-3・A種構成 ○ 非住宅 構造材 2.700 1.000 0.090 10 2.43 ※※※ ※※※

床パネル スギ Mx60-5-5・A種構成 ○ 構造材 1.500 2.400 0.150 3 1.62 ※※※ ※※※

床パネル スギ Mx60-5-5・A種構成 ○ 非住宅 構造材 3.000 2.400 0.150 3 3.24 ※※※ ※※※

床パネル スギ Mx60-5-5・A種構成 ○ 非住宅 構造材 6.000 2.400 0.150 6 12.96 ※※※ ※※※

※ － ※※※ ※※※

CLTパネルの種類／名称等 寸法（m)

数量
（枚)

単価
(円/枚)

金額
（円)

材積

(m3)

合計

部材名 樹種
JASの
等級

合法証
明の有
無

構造材or
非構造材

住宅or
非住宅

適用 長さ 幅
せい又
は幅

土台 ヒノキ E90 ○ 構造材 住宅 機械等級区分、ACQ-1 4.000 0.120 0.120 9 0.5184 ※※※ ※※※

土台 ヒノキ E90 ○ 非構造材 非住宅 機械等級区分、ACQ-1 3.000 0.120 0.120 7 0.3024 ※※※ ※※※

梁・桁 スギ E70 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 3.000 0.120 0.120 8 0.3456 ※※※ ※※※

梁・桁 スギ E70 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 4.000 0.120 0.180 10 0.864 ※※※ ※※※

梁・桁 スギ E70 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 4.000 0.120 0.150 15 1.08 ※※※ ※※※

梁・桁 スギ E70 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 4.000 0.120 0.180 10 0.864 ※※※ ※※※

柱 スギ E70 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 3.000 0.105 0.105 60 1.9845 ※※※ ※※※

柱 ヒノキ E90 ○ 構造材 非住宅 機械等級区分 3.000 0.105 0.105 16 0.5292 ※※※ ※※※

柱 スギ 甲種2級 ○ 構造材 非住宅 目視等級区分 3.150 0.105 0.105 10 0.3473 ※※※ ※※※

柱 スギ 甲種2級 ○ 構造材 非住宅 目視等級区分 2.970 0.105 0.105 5 0.1637 ※※※ ※※※

柱 スギ 甲種2級 ○ 構造材 非住宅 目視等級区分 2.700 0.105 0.105 20 0.5954 ※※※ ※※※

※ － ※※※ ※※※

材積

(m3)

製材の種類／名称等 寸法（m)

数量
（本)

単価
(円/枚)

金額
（円)

合計

■助成対象となる JAS 構造材が判別可能な木拾い表 



交付申請書等 提出物 

イ 交付金額の査定に必要となる資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・機械等級製材及び目視等級製材、2×4 材

も同様です。 
 
・材積に含めることができるのは、原則とし

てプレカットからの納入材積量とします。 
・したがって、現場での手加工等によるロス

分は考慮しなくてもよいです。 
・例えば、写真 1 のような接合金物のため

の欠き込み、写真 2 のような大判パネル

の窓開口部、図 1 のような切り妻屋根の

ために斜めにカットした場合等のプレカ

ット工場で加工するものは欠損部分を差

し引いて材積を算出する必要があります。

写真 3 のように現場で配管等の孔を明け

る場合には、欠損を無視して材積計算しま

す。 
 
 
 
 
 
 

※オレンジのセル以外は触らないようにお願いします。

※図面は通常「㎜」表記ですが、｢m」で記載します。

　→例：図面｢2,730」であれば、「2.73」と記入します。

※床面積が分かっている場合にはx方向「１」、y方向「床面積の数値」と記入します。

※床の形状が三角形の場合は「△」欄に｢△」を記入します。

CLTの
幅(m)

CLTの
長さ(m)

CLTの
厚み
(m)

△
材積

(m3)

パネル
の枚数

孔の半
径(m)

孔の長
さ(m)

欠損の
数

材積

(m3)

欠損の
幅1(m)

欠損の
幅2(m)

欠損の
深さ(m)

欠損の
数

材積

(m3)

欠損の
幅1(m)

欠損の
幅2(m)

欠損の
深さ(m)

欠損の
数

材積

(m3)

1 1 5 0.15 △ 0.375 10 0.03 0.4 10 0.0036 0.1 0.2 0.6 4 0.048 0.1 0.2 0.15 4 0.012 3.114

2 0 4 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0

CLT材積計算シート（記載例）

助成対象材積(m3) 3.114

No.

パネルの欠損部加工前の材積
パネル1枚あたりの接合部等の加

工による欠損材積①　丸孔
パネル1枚あたりの接合部等の加工による

欠損材積②　四角穴
パネル1枚あたりの接合部等の加工による

欠損材積③　四角穴
パネルの
種類ごと
の材積

(m3)

■助成対象となる JAS 構造材が判別可能な木拾い表（材積計算シート）

※表はホームページからダウンロードできます。 

写真 1 接合金物のための欠き込み    写真 2 大判パネルの窓開口部      写真 3 設備配管等の孔         図 1 切妻屋根のために壁パネルを斜めに 
→プレカットなら算入          →プレカットなら算入          →現場明けなら不算入        カットした場合→プレカットなら算入 



交付申請書等 提出物 

イ 交付金額の査定に必要となる資料 

 
 
 
 
 
 
 ＜領収書等の明細部分の例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・非構造材や住宅部分に使われる部材は除外

するか、対象外であることを明記してくだ

さい。 
 
 
・調達費であるため、現場加工費は含まれま

せん。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■助成対象となる JAS 構造材が判別可能な平面図・立面図・軸組図・梁伏せ図 

 →個別実証事業申請書記入例を参照。 

■申請する物件に使われた林産物 JAS の使用量、調達費がわかる木拾い表 

 →個別実証事業申請書記入例を参照。 

■申請する物件に使われた林産物 JAS の使用量、調達費がわかる領収書（又は請求書）等 

部材名 樹種
JASの
等級

構造材or
非構造材

住宅or
非住宅

適用
長さ（調
達時）

幅
せい又
は幅

土台 ヒノキ E90 構造材 住宅 機械等級区分、ACQ-1 4.000 0.120 0.120 9 ※※※ ※※※ 0.5184

土台 ヒノキ E90 非構造材 非住宅 機械等級区分、ACQ-1 3.000 0.120 0.120 7 ※※※ ※※※ 0.3024

梁・桁 スギ E70 構造材 非住宅 機械等級区分 3.000 0.120 0.120 8 ※※※ ※※※ 0.3456

梁・桁 スギ E70 構造材 非住宅 機械等級区分 4.000 0.120 0.180 10 ※※※ ※※※ 0.864

梁・桁 スギ E70 機械等級区分 4.000 0.120 0.150 15 ※※※ ※※※ 1.08

梁・桁 スギ E70 構造材 非住宅 機械等級区分 4.000 0.120 0.180 10 ※※※ ※※※ 0.864

柱 スギ E70 構造材 非住宅 機械等級区分 3.000 0.105 0.105 104 ※※※ ※※※ 3.4398

※※※ ※※※

※※※ ※※※

※※※ ※※※

163 ※※※ ※※※ 7.414

材積

(m3)

合　　　計

製材の種類／名称等

工場加工費

運搬養生費

管理費

寸法（m)

数量
（本)

単価
(円/枚)

金額
（円)

※木材事業者による木材の合法証明を出荷証明でなく、領収書又は請求書で証明する場合には、下記の項目を記載する必要があります。 

①認定事業者番号 

②文言で合法性を提示していること 

 例：下記木材製品は、合法的に伐採された木材のみを原材料としています。 

③合法木材が明確に提示されていること。 

 →上表のような明細が記載されていることが要件となります。 



交付申請書等 提出物 

ウ 記録写真 

以下の写真を A4 等にレイアウトしたものの提出が必要となります。 
（１）材料検収写真：検収単位ごとに 1 枚    （２）助成対象木材*の施工後の写真（製材、2×4 材の場合は原則として JAS マークが 

印字されたものとします。） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（３）建て方終了後の全景写真を       （４）助成対象*の CLT 材接合部の写真 

2 方向 1 枚以上ずつ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 4 材料検収写真(CLT の例)               写真 5 施工後の写真(CLT 耐力壁)          写真 6 施工後の写真(トラス材の例)  

写真 7 建て方終了後の全景写真の例    

*助成対象には、集成材や合板等のその他林産物 JAS も含みます。 

JAS マーク

写真 8 CLT 耐力壁下部の引張金物とせん断金物の例     写真 9 CLT 壁相互のビス接合の例 



交付申請書等 提出物 

ウ 記録写真 

※写真撮影時の留意点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 撮影は、全ての助成対象を部材の種類ごとに 
それぞれ 1 枚以上必要となります。 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影時には必ず、黒板やホワイトボード等に、下記ア)
～エ）を記入し、対象物と一緒に撮影してください。 

ア）工事名 
イ）撮影日時 

    ウ）位置 
エ）部材名称 
（図面と符合させること） 

 

写真 10 黒板等と一緒に撮影した場合のイメージ 

ア) 工事名 
イ）撮影日時 
ウ）位置 
エ）部材名称 



交付申請書等 提出物 

その他の提出書類 

※その他、交付申請書等の記入例にはありませんが、公募要領に記載の下記の書類も忘れずにご用意ください。 
 
 イ 交付金額の査定に必要となる資料として、①助成対象となる JAS 構造材が判別可能な部屋の用途が書かれた平面図・立面図・軸組図・ 

梁伏せ図、②申請する物件に使われた林産物 JAS の使用量、調達費がわかる木拾い表 
→個別実証事業申請書記入例を参考に作成してください。 

 エ 決定通知(様式 3 号)の日付以降に材料発注があったことを証明する資料 
  →発注書や材料指示書等をご用意ください。 
 オ 建築確認申請受理証のコピー 
 カ 個別実証事業申請時に提出した建築確認申請又は建築工事届に変更があった場合は、変更後の建築工事届又は建築確認申請及び受理証

のコピー 
  
 
 
 
 
 


